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平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

12日（水）・26日（水）  午前10時30分～

８日（土）・27日（木）　午後２時～

29日（土） 午後７時～

15日（土） 午前10時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『国際市場で逢いましょう』（韓国：127分）

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　　　
■mon ami Friends（モンアミ フレンズ）の
皆さんが出演（予定）です。

こども読書週間おはなし会（ふれあいセンターゆめホール）

おはなし会 ※随時変更することがあります。
永田記念図書館

『郷土の発展につくした
　先人　５』
出版社／偕成社

『鳥になった恐竜の図鑑』

出版社／学研プラス

『満月珈琲店の星詠み 2』

著／望月　麻衣
出版社／文藝春秋

『そばにいるよ』
文／スムリティ・ホールズ
絵／スティーブ・スモール
訳／青山　南
出版社／化学同人

『今だから知りたいワクチン
　の科学～効果とリスクを正しく判断
　 するために～』
著者/中西　貴之
監修/宮坂　昌之
出版社/技術評論社

あなたの住む町にこんなヒー
ローがいた！今回は産業を
テーマに47都道府県から1
人ずつ先人を紹介していきま
す。調べ学習にも役立つ１冊
です。

大昔、恐竜と鳥は、一緒に暮
らしていました。恐竜の一部
は鳥に姿を変え、進化し続け
ています。最新の恐竜研究を
交えながらわかりやすく紹介
しています。

調子のいい時や、悪い時、見
守ってくれる友だちがいるこ
とはとても最高。だけど、時々
ちょっと重たく感じることも
あって…。友達について考え
させられる絵本です。

少し立ち止まりたい…。そう
思った人だけが訪れることが
できる満月珈琲店。人々の心
に寄り添うこの店には、いろ
いろな人たちが訪れます。心
温まる物語。

ワクチンを正しく知って、効果とリス
クを見極めるために、最低限知ってお
きたいことをまとめた入門書です。感
染症や免疫に関する基礎知識から、ワ
クチンの働き、種類、歴史、未来まで
をわかりやすく解説しています。

『「ほんとのこと」は、
　親にはいえない
　～子どもの言葉を生み出す対話～』
著者/木村　泰子
出版社/家の光協会
対話の目的は何なのか、どうすれば
対話が成立するのか。45年間教育
の現場で子どもたちと対話を重ねて
きた著者による「親と子のコミュニ
ケーション論」。子どもとの関係に
悩む大人に、子どもとの関わり方で
大切なことを伝えてくれます。

今月の休館日　永田記念図書館：4日(火）・11日(火)・18日(火)・25日(火)・30日（日）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

vol.26「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

オランダ塀

平戸学YouTube
（オランダ塀）

昭和30年代のオランダ塀

現在のオランダ塀

まち協だより 地域で頑張るまちづくり運営協議会の活動を毎月紹介Vol.６

　特定非営利活動法人大島村まちづくり運営協
議会では、的山大島で毎年８月12日に開催して
いる「大島村花火大会」の事務局をしています。
　地元の有志「花火大会実行委員会」が中心に
実施していたこの花火大会は、住民にとってなく
てはならない行事として、30年以上にわたり親
しまれています。近年、担い手不足により継続
が危ぶまれる中、実行委員会と当会が協力し、
何とか継続して開催しています。
　少子高齢化や都市圏への人口流出などの地域
課題はありますが、大島島民をはじめ平戸市民
の思い出のイベントのひとつとして、大島まち協
では引き続き大島村花火大会を開催・運営して
いきます。
※令和２年度は新型コロナ感染症予防のため開
　催見送り▲恒例の魚のつかみ取り大会の様子

「30年以上続く大島の花火大会」 大島村まちづくり運営協議会　☎55-2522

　平戸オランダ商館の脇にある石段の坂道に沿って続
く約30mの石塀を、オランダ塀と呼んでいます。
　1609年、崎方に土蔵付き家屋を借りてスタートし
たオランダ商館は、日本におけるオランダ貿易の中心
地となりました。貿易が活発になるにつれて、オラン
ダ商館の敷地を広げる必要が生じ、平戸藩の了解を
得て、1613年に商館近くに倉庫などを新築。1618
年にも石造火薬庫や病室、塀などを整備しており、オ
ランダ塀もその拡充の過程の中で造られたものと考え
られています。

▲防波堤から打ち上がる500発以上の迫力満天の花火

　上の写真は、昭和30年代に作
られた観光用カラー写真ハガキで、
天秤棒を担いだ女性がオランダ塀
の横を歩いている様子が写ってい
ます。


